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 件   名 
 

ガラスカッタの作動不良 

事象の概要 
 

 

（１）発生場所：機器 高レベル廃液ガラス固化建屋：ガラスカッタ 

（２）設備の概要 高レベル廃液をガラス原料とともに加熱溶融し、ガラス固化体容器（キャニスタ）に注入し、ガラ

ス固化体を製造する工程において、ガラス溶融炉から溶融ガラスを流下操作後に流下ノズルか

らの固体状の糸ガラス（棒状ガラス）を切断する機器。 

（３）発生の状況 ガラス溶融工程の運転中 

（４）概要 ガラスカッタの動作中にガラスカッタ駆動装置のモータ過負荷等による異常停止やガラスカッタ

動作後に流下ガラス切断刃が所定位置まで戻らない作動不良。 

（５）原因 運転を継続する中で偶発的に発生する駆動装置のモータ故障、又はガラス片の噛み込み 

 事象による影響 
 

 

（１）工場外への影響 工場外への影響は生じない。 

放射性物質を除去するフィルタ等を有する高レベル廃液ガラス固化建屋換気設備が稼働してい

る固化セル内での事象及びそれに伴う復旧作業であり、放射性物質の放出等の工場外への影

響は生じない。なお、本事象は、放射性物質の漏えいを伴うものではない。 

 

（２）安全性への影響 安全上の問題は生じない。 

溶融ガラスの流下終了後における事象であり、また、ガラス溶融炉は保持運転状態を維持する

ことで、これ以上の事象の進展はなく、安全上の問題は生じない。 

 

（３）作業員への影響 作業員への影響は生じない。 

ガラスカッタの復旧作業はセル内に設けられたＩＴＶカメラ、パワーマニピュレーター等の遠隔操

作機器をセル外から操作する遠隔作業であり、作業員への影響は生じない。 

 

（４）他工程への影響 他工程への影響は生じない。 

ガラスカッタの復旧作業は、ガラス溶融炉を保持運転とした状態で速やかに復旧できることか

ら、他の工程の運転に影響は生じない。 

 

(1) 固化セル内のＩＴＶカメラ等によるガラスカッタの外観を確認する。 

(2) ガラスカッタの作動不良事象の原因を調査する。 
 対応の概要 

(3) 固化セル内に設けられたＩＴＶカメラ、パワーマニピュレーター等を用いた遠隔操作によ

り、駆動装置のモータの保守、ガラスカッタの清掃（ガラス片の除去）等を行う。 
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